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まえがき

三祐コンサルタンツと前田建設工業は､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会

(ADCA)の補助金を得て､合同で平成17年8月30日から9月14日までの16日間に渡っ

て､ベトナム社会主義共和国(Socialist Republic of Viet Nan)､カンガイ省(Quan Ngai

Province)における農業農村開発の案件形成予備調査を行った｡.

1 9 7 5年の戦争終結後､米の増産を目的に多数の濯淑ダム及び堰による濯概施設が造

成された｡.中でも､ベトナム中部に位置するカンガイ省は山が海岸線近くまでせまり､短

時間に海に流出してしまう地理的条件から､他地域に比べて多数の濯概用貯水池が建設さ

れているo その数は大小合わせて90箇所にものぼる｡.その多くは戦争直後の1 9 7 5年

から1 9 8 5年の物資不足と未熟な技術の下に建設されたもので､現在その傷みが著しい｡,

今回調査したダムのタイプはすべてアースフィルダムで､前面に石張りによる速水工事

が施されている｡.しかし､すべてのダムで堤体から漏水が発生しており､漏水は貯水位の

上昇と共に増加しパイピングを発生等させ堤体が破壊する恐れがあるため､計画貯水位ま

で貯留することが危険な状況にある｡.尚､この漏水の原因としては下記の点が考えられる｡.

(1)築堤材料が､工事費を抑えるため安易に池敷などの近傍で調達されており､土質試

験など行われていないため､透水係数が高い土で盛土されている場合が多い｡.その

ため､速水が不十分で漏水が発生している｡.

(2)取水施設(コンクリートパイプ)の止水が不十分である｡.また設置が地山でなく堤

体中にあるケースが目立ち､ /くイブのジョイント部および盛土材との境界で漏水が

発生している｡.

(3)工事費を安くするため､築堤が節約された設計(堤体の法勾配が急で堤体が不安定)

となっており十分な浸透路長が確保されていない｡.

(4)地山(河床)の表土剥ぎが不十分なため､河床部にまだ透水性の砂磯が残ったまま

築堤され､そこから漏水が発生してケースが見られる｡.

また､他方で

(1)余水吐の能力が不十分で､設計洪水量を流下させる能力がない｡.

(2)余水吐下流の放水路の能力が不十分で洪水後に法面侵食/崩壊が発生し上流のダム､

下流部の人家､道路､鉄道の安全を脅かしている｡.

以上のような状況にある省内9 0ケ所の港概用貯水池のうち,その老朽化の具合､崩壊

時の影響の大きさ及び生産性向上-の寄与度と補修作業上の効率性をもとに､モデル事業

として補修候補案件を10箇所程度に絞込み､その補修を実施する案件を形成した｡.本案件

が日本政府により取り上げられ､案件が早期に実現することを願うものである｡.

平成17年9月

株式会社三砧コンサルタンツ

前田建設工業株式会社
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カンガイ省水利施牧位t国

水色は港漉用貯水池､貴緑色は港概地区

(Data sotlrCe :カンガイ省農業農村開発部)
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ベトナム国

カンガイ省薄板施設補修計画
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1.調査の背景

1 9 7 5年の戦争終結後,米の増産を目的に多数の港概ダム及び堰による港概施設が造

成された｡中でも,ベトナム中部に位置するカンガイ省は山が海岸線までせまり､短時間

に海に流出してしまう地理的条件から,他地域に比べて多数の港概用貯水池が建設されて

いる｡その数は大小合わせて90箇所にものぼる｡その多くはベトナム戦争直後の1 97

5年から1 9 8 5年の物資不足と未熟な技術の下に建設されたもので,現在その傷みが著

しい｡さらに,ダムの下流側には,水田地帯,集落があるばかりではなく､ベトナムのラ

イフラインである南北統一鉄道､国道1号線が走っている｡このため,ダムが決壊した場

合には,物的,人的被害は甚大なものになることが予想され早急な対策が望まれている｡

こうした中,カンガイ省農業農村開発部(DAR♪)は貯水池等の農業水利施設の決壊に危機

感を抱き､中央政府である農業農村開発省(MARL)にそれらの補修支援の要請を行なってい

るが､具体的､財政的､技術的支援が得られないまま､省の乏しい年度予算と未熟な技術

を使って､わずかばかりの応急処置を繰り返しているのが実情である｡

また一方で,カンガイ省はベトナム国内でも貧しい地域の一つであり,米の増産による

地域経済向上を目指しているが,このような濯概施設の老朽化が､その生産性の低下を招

いており､その改善も併せて求められている｡

2.澄渡施設概要および調査結果

9 0ケ所ある港概貯水池のうち,その老朽化の具合､崩壊時の影響の大きさ及び生産性

向上への寄与度と補修作業上の効率性をもとに､補修候補案件を地理的に近い10ケ所に絞

込んだものがDARDより提示された｡それらの施設概要を表2･1港概施設概要に示す｡

調査はDARDから示された10ケ所のうち9箇所とベトナムでの補修状況を確認するた

めDARDで補修が実施されたDieu Ga貯水池, JBICのSPL4 (セクタープロジェクトロ

ーン)で改修されたOngToi貯水池を加えた計11ケ所について実施した｡尚,主たる調査

項目は下記の通りである｡

> ダム堤体の水漏れの原因の確認及び補修方法

> ダム天端の嵩上げの可能性

> 洪水吐,取水口の補修方法

> 用水路の補修の必要性及び補修方法

調査結果一覧は表2-2調査結果に示す｡



表2- 1濯概施設概要

ダム名

清元

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

TriJlinh ⅡucMtn GhEoi 8inhNam IIoch4it M&chDieu D&BzLn AnTtD HocNghi HuaJq;Phong

建設年 l990 1985 1977 l986 1990 1983 1978 1938 1983 1982

地区名 Bi血Son BinhSon BinbSon SonTi血 MoDuc MoDuc MoDuc DucPbo DucPho DucPho

平均気温(最高/

最低/平均)
34.4/18.7/25.8 34.4/18.7/25.8 34.4/18.7/25.8 34.5/18.6/25.7 40.4/12.3/25.3 40.4/12.3/25.3 40.4/12.3/25.3 38.9/12.3/25.4 38.9/l2.3/25.4 38.9/12.3/25.4

年間降雨1

(tTm)
2,147 2,147 2,147 2,428 1,957 1,957 I,957 1,827 1,827 1,827

堤高 12m 12m 10m EⅠⅠヨ 10m 12m 10.7m 10.6m 14m 14m

貯水t

(cn.m.)
360,(X氾 450,(X氾 700,㈱ 360,(X氾 405,∝X) 1,350,∝氾 672,00 I,300,(X氾 360,∝氾 I,365,(X氾

貯水面8t

(Sq.kn)
1.2 1.5 2 0.6 1.2 5.4 2 3 1.5 3.1

差渡面8t(ha)

(計酉/実J()
50/35 60/40 80/40 40/30 60/40 200/120 90/45 80/40 60/45 l50/60

幹線水路長

(km)
5.0 5.0 7.0 7.0 8.0 12.0 10.0 12.0 5.0 10.0

作物 栄 栄 栄+野菜 (作付無し) 栄 栄 栄 栄 栄 栄
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表2-2 調査結果 (1/2)

gt目＼-＼｣●鳩 DieuQJ GiJーbi H○○HtJJ TriBjnh NJChDi●u HocNit

JL

水

JT

E]

【コ
析

*件(&土市) 可能性あり 有り 有り †り *り(広地田) †り

放流書用辺 有り 有り 有り 有り ♯放できす 有り

左右Jt他山♯ 不明 有り 不明 不明 不明 不明

河氏泉 ーし 不甲l 書り Iり 有り(広範田) 有り

洪水吐 可能性あり kし ーし 可地位有り 可●ヒ性催い 可t岳性低い

所JL

･■立村がシルト系で遠 ･4休暮書■伽が不十分 ･河床♯暮■■一fb{不十･河斥8I社1#lが不十 ･河床fB暮4+制が不十 ･l8河床fB地山が沈下し
水性がやや大である○

･4件の一群が砂I土で
分.

･4休d)-林が砂T土で

分.

･4体断面Iが不十分○

令.

･4休から広範冊にJ水し

て漫件の一軒が沈下して

･I土がti圧不足. Iり立てされている可能 いる(河床琳Ji*INd)

･洪水吐が小さい. 性あり(水位を上■させる4り立てされている可能 ･洪水吐d)書JIが先丁し ていることから､iL)立て 不足).

･洪水吐が土T材料でで と4体から†7kするとのこ性あり. ているが､地山J[水の捷 材の速水BEIが大きい? ･洪水吐が土†材料がそ
きており､洪水P+に決qE と○)

･洪水吐が石8tみのみの
牡が必‡○

･J水I大境4である.
のままで4*されている.

の恐れあL). ･dE立村がシルトーであ ,t工で4*がjLしい. ･下流1kmに鉄1,四辻 ･リップラップ材の下にフイ ･山が近く.iq水の流出併

･4件の-群を+JIして
る.

･リップラップ材の下にフイ

･リップラップ材の下にフイ がある. ルタがない.吸出しをうけ牡が¢=10に近い.
あるが､リップラップ材の ルタがーい.書出しを受 ･リップラップ材の下にフイ

る.
･生休からオーバ-フE)-

下JIl=フィルタJIがないた ルタがない.申出しをうけ ける. ルタがない.吸出しをうけ ･J(イビングの起こりやす したことがある.

め､コア材の吸い出を受 る○ I/(イビングの起こりやす ち. い材料. ･リップラップの下にフィル
ける○ ･/(イビングの起こり易いい材料. ･Jiイビングの起こりやす

タがない.

I/1インビングの起こりや
すい材料である.

材料. い材料○ ･rムi(下に氏‡あり○

♯書方法

･1件の缶LEを■定し､書 ･上兼市に偵♯コア型の ･上流iEiにALーコア型の ･上流iFにd角コT里IL) ･上洗面に切払コア型JLL) ･上兼両に甘*コア垂の
I(が90ウも以下であれば &り立てをする○ dEり立てをする. 立て暮する.かさ上けする立てi.する.このとき､河 4る立てをする.

4件を搬蓋してIdt立す ･コア+フィルタ+リップラツ ･コア+フィルタ+リップラツ 時は.dEり立てFFみを十 床瀬は十分に*糾する○ ･lE]河床*Bは十分なI穫
ち.

･放流書にカットオフトレン

プの*エをする. プの*エをする. 分にとる. ･コア+フィルタ+リップラツ 1Nをする○

･放流fを右Jr地山に移
チ.

･放流fを毛Jr他山l=書
す.

･コア◆フィルタ◆リップラツプの*エをする.
･洪水吐を■正*tIにして

チをiL加する. プの▲エをする.
･放5tfの暮まをする. コンクリート+連烏とする.

･洪水吐を暮正規扶のコ ･カットオフトレンチをiL加 ･カットオフトレンチをiL加 ･放流書を左Jt他山に移 ･下流押さえI土をする. ･放流fにカットオフトレン
ンクリ-ト♯iL抽にする.する. する. す.

･カットオフトレンチをi&加

･晶J(ft書をつける, チをi&加する.

･晶*t宅書をつける. ･晶‡ー宅書をつける. ･品Ⅰt‡書をつける○ ･コア+フィルタ+リップラツ

･左右J+アJくツト辞の暮ヰ ･下流に押さえ*土をす する. プo)Xエをする.

■Nを十分にする. ち.

･洪水吐をコンクl)-ト+
走*にする.段差エも牧
ける.

･品(書Zt書をつける. ･晶rf宅書をつける○

冶合判l斤

･Jt用対地暮をt*射した
♯JIすべき. ♯珪すべき. 下先に暮事*jL*がある 河床琳■Mが叫え､I立 ･Jt用対地Jtをt*肘し1=上

上でfIF○ ことから書I*がかなり
かかるので､*用対効JE
を*肘して判断する○

JLも大きくなるので､+I
*が大さくなる.I用対劫
Iを枚肘して判断する.

でtl析.
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表2-2 調査結果 (2/2)

朋＼-＼｣●ム名 D■8■∩ On一丁○i HLJJLnPh○叩 H○cN■hi AnTho

E】
水

口
E]

【コ
E3

捷体(dE土琳) ‡り

書I完了

未満水

有り +i) 不明

放流f用辺 +i) 有り +り 有り

左右#地山林 不明 有り 不明 不明

河床辞 不明 有り(広範P)) 書り 有り(広地甲)

洪水吐 可*性催い 可♯性催い 可能性催い 可能性低い

所見

･唖件の-群が砂J(土で ･J別Cローンで2004年に ･JI休をマサ土でdEり立 ･埋休をマサ土でIり立て ･70年前のXエで老朽化
盛り土てされている可能 ♯JIを完7している○ てている.′くイビングが ている.′(イビングが起こ している○
性あり. ･旧tI休に上下洗面にdE 起こりやすい. りやすい. ･河東舟他山が砂書土で
リップラップ材の下にフイ
ルタが*い.吸出しを受け
る.

･J1イビングの起こりやす

り立てしかさ上げしてい
1.

･JI7I長が1krn以上であ

･リップラップの下のフィル
タが軽いため､上流法面
が食*されている○

･リップラップの下のフィル
タが軽いため.上流法面
がtt*されている○

事故のポイリング捗があ
る.

･リップラップ材の下にフイ
るが3000万円のJt用で ･暮*暮Nが不十分なた ･暮*4Mが不十分なた ルタがないため､食*をう

い材料である○ 10ケ月で+JIしている. め.広範田に地山J[水幹 め.広熊田に地山#水弥 ナている.

rTムdL下流が田んぼの ･用辺に良Jtのコア材が がある○ がある. ･洪水吐は書理してある.
為､河床称からの5I水が 少ない○ ･洪水吐は書JIしてある ･洪水吐は♯遷してある ･下流1.5krT1に鉄iLがあ
わからない. ･外JLはよいが急速姑エ 那.+未申が狭いa､牧 那.書兼♯が狭いA､投 り､2.5km下汎こ(*rrが

･洪水吐は書理完7して をしているので､溢水した 計洪水Iが流れない危 計洪水JLが流れない危険 ある.

いる. ら､またJ水する危挨が 汝がある. がある.
･用辺地山に群が多kあ
る.･下洗1kmに鉄並､F)3 ある. ･1ムまでのi(入道&がI ･洪水吐下流カ{大洗gtーこ

がある○
･tIホが20m程度あるの
にタ■Lの沈下が見られない

ことから.土Jt材料をwopt
抵♯♯で施エしたと想定
舌れる.

い○ BE*されている.

+理方法

･上ま面にtL斜コア型の ･暮り立て材の晶I,規格 ･上流面に何科⊃ア型の ･上洗面にAL料コア型の ･上兼面に特科コア型Iり
&る立てをする. を稚托する. ■り立てをする. ■り立てをする. 立てをする○

･晶Jtf顎書をつける. ･放流書の耕追がどのよう ･牡休Ji社廿榊を十分に ･埋体J;ヰ8～Jを十分に ･コア琳の地山砂甘は十
･放流fにカットオフトレン こ*Ⅰされているかをf* おこなう. おこなう. 分B去する.

チを追加する. 放する. ･洪水吐入りE)書流8Bを ･洪水吐入り口書流称を ･コア◆フィルタ+リップラツ

･コア◆フィルタ+リップラツ･上流面河床称瀬制は.
拡l■する. 拡l■する. プの施エをする.

プの姑エをする. どこまでi&加瀬Nしたかを ･コア+フィルタ◆リップラツ･放流fにカットオフトレン･放流fにカットオフトレン

･晶Jtf‡書をつける○ ft托する. プの姑エをする. チを追加する. チを追加する.

･晶*書理書をつける. ･放流fを左片地山に移
す.

･カットオフトレンチを追加
する.

･晶Jt書理書をつける.

･コア+フィルタ+リップラツ
プの施エをする.

･品J(f理書をつける○

･晶Jtf4書をつける.

耗合判析

下流にI‡fI遣物がある ･オープンビエソメーター コア材社風こかなりのI コア材社債にかなりのI 下流にII沸返物がある

ことから書JI*がかなLJ のu一l-暮を投tしf=上 用がかかるのでJt用対効 用がかかるのでJt用対効 ことから書JI*がかなりか
かかるので､*用対効果
をt*附して判断する.

で,すIに落水する. ‡をt*肘してfl薪する. Iを8kBrして判析する. かるので､*用対効果を
t*肘して判断する.
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調査結果

今回調査対象となったダムは､一つを除いてほとんどのダムが戦争後の1 9 7 8年から1

9 9 0年までに施工されているD これらダムの目的は濯概で､豊水期の水を貯めて渇水期

に利用して稲の増産を図る為のものであるo漏水が原因で現在使用されていない1 1ケ所

を調査したが,ほとんど共通した原因で漏水を発生させているようである｡以下に､その

原因と対策について述べる

漏水原因のほとんどはダム技術者不在の状態でダムを築造したことによるものであり､形

はダムであるが､品質は道路盛土か河川堤防のレベルと思われるo これらのダム型式は均

一型アースダムと判断されるが,以下に漏水場所毎にその原因を推定する｡

(1)堤体盛土部

盛立材には､近隣のシルト質粘土を単体直送で使用しているようである｡この材料は均

等係数が小さく､他山状態ではWopt乾燥側のものが多く､このまま盛り立てると､密度は

出るが所定の透水係数を満足することができないoタ1'ム高が低い場合は均一型アースタ÷ムと

して機能しているが､ターム高が高くなるとパイピング現象を起こしているようである.

また､不透水性材料のスペックが明確でないことから､ Cia Hoiダムのように堤体盛立の

一部に砂質土が使用され湛水時に一定の水位を超えると堤体から漏水している事例もある｡

(2)地山(両アバット)からの漏水

堤体両端のアバット部の地山掬削が不十分で,湛水するとアバット部の高透水ゾーンか

らの漏水が見受けられる｡ GiaHoiダム左岸アバット部で漏水跡があった｡コア着岩部の地

山掘削基準が明確でないためと思われる｡

(3)地山(河床部)からの漏水

旧河床部の堆積土砂の掘削が不十分なため､湛水後河床堆積層あるいは河床部地山から

の漏水が見受けられる｡この現象は多くのダムで見られ,聞き取り調査を含めて1 1ケ所中

の7ケ所で漏水があったようである.特にH(光Mitタ寸ムでは､河床部地山漏水だけではなく､

盛立による上載荷重により､河床堆積層が沈下し､それに伴いダム天端が沈下して大雨時に

堤体越流を起こしている｡

(4)放流管周辺からの漏水

ほとんどのダムが､この放流管周辺からの漏水が見受けられる｡原因としては2つ考え

られ､ 1つは放流管の設置位置である｡地山を凹部に掘削し､地山天端までコンクリート

を充填していれば問題ないが､地山上に放流管を設置し､その周辺を盛りたて材により盛

り立てした場合は､漏水が多く発生する可能性がある｡また､もう1つの理由として考え

られるのは､建設当時の放流パイプは､ソケット部のない長さ1m程度のコンクリート管
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が主流で､ソケット付きヒューム管はなかったはずである｡したがって､コンクリート管

接合部の速水性が不十分で､放流時の水圧により放流管内部から堤体-浸出し､パイピン

グの原因になったことが想定される｡いずれにしても､この放流管周辺からの漏水がもっ

とも多く見受けられた｡

(5)洪水吐からの漏水

今回調査対象となったタ1'ムは港淑目的のためか建設費が制限されており､多くの洪水吐は

素掘りに近い状態であった｡そのため､洪水時には､漏水だけでなく､洪水越流による地

山浸食が懸念されるo 実際に洪水吐下流部地山が激しく侵食されているタ寸ムも見受けられたo

洪水吐からの漏水に対しいては､堤体アバット部と同様に,洪水吐構造物構築時に十分な

地山掘削を行う必要がある｡
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3.兼濃施設補修計画

各原因別にそれぞれの補修計画を検討するo

(1 )堤体盛土部からの漏水対策

堤体の強度が十分であれば､堤体上流法面に傾斜コア型の盛り立てをするのが一般的である｡この

とき､コア､フィルター等の層圧は施工可能最小幅を採用することが多いので､その品質は厳しく

管理されなければならない｡JBICローンで修理されたOng Tbiダムの場合は､短期間で施工され

ているので､コア等の品質管理がどの程度管理されたのか確認する必要がある｡品質管理基準が厳

しくないとコア層厚が薄いことから､湛水時に再度漏水することが晩念される.傾斜コア型ゾーン

盛り立ては､下図のように､既設堤体上流法面のリップラップを除去した後､コア､フィルター､

トランジション､フィルター､リップラップの順に盛り立てる｡

(2)河床地山からの漏水対策

上記の傾斜コア型のうち､コアゾーンの着岩部の透水ゾーンをトレンチ状に除去し､コアが難透

水性の地山に乗るように施工する｡
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また､今回調査したダムは,カーテングラウチングをしていないとの事なので､湛水時の地山浸透

水による揚圧力低減対策も､ダム安定のためには重要であるので､下図のようなリリーフウェルお

よび下流押え盛土も効果的である｡

河床部と同様に､コア部分が地山に接する部分は､難透水性地山が出現するまで､トレンチ状に掘

削する必要がある｡

(4)洪水吐からの漏水対策

同様に,洪水吐流入部のコンクリート構造物は難透水性地山に着岩させることが重要である･

(◆5)放流管周辺からの漏水対策

放流管が上載荷重によって不等沈下を起こさないよう支持力のある基漣にのせる必要がある｡放水

管の基礎が沈下予想される毅合は､置換コンクリートを打設する.

風化岩

=コ

放流管はダム基礎地盤上に突出型で設置するのではなく､必ず､溝型で設置する｡

突出型設置

=コ
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また､放流管周辺を土質材で埋め戻すとパイピングの原因となるので､下図のようにダム基礎地盤

までコンクリートに置換える必要がある｡ベトナムでは,放流管にソケットの付いていないコンク

リート管を使用することが多いので､放流時に水を管外に漏水させないためにも置換コンクリート

は重要である｡基礎地盤支持力が不足する場合は鉄筋コンクリートとする｡

4.総合所見

経済的な理由でダム建設に十分な費用を投入できないという事情もあるが､今回調査したダムの漏

水原因は大部分がダム技術者不足によるものである｡

フィルダムは､元来､現地ダムサイト近隣で入手できる材料でダムを築造するのが特徴であるの

で､工事費用が十分でないから漏水するダムしか作れないというのは正しくなし㌔また､十分なダ

ム技術者がいなくてもベトナムの土地に適した品質管理基準ができていれば十分ダム築造は可能と

なる｡

従って､これらのダムを修理するには､修理に要する費用も必要であるが､ベトナムの地質学的

特徴を理解した技術者が経済的で合理的な設計をしてダム建設とともに品質管理の指導をしながら

ベトナム人のダム技術者を育成することが重要であると考える｡

今回対象となったダムは建設後の時間が経過し老朽化が著しい｡また､すぐ下流には人家､道路､

鉄道などがせまり,もし決壊した場合には多大な被害と生命までが失われる危険があるD従って本

事業は貧困削減に対して寄与する他､緊急性､防災上の観点から優先度が高く､早期改修が望まれ

る｡

5.無償案件としての妥当性

ベトナムにおける無償資金協力の案件形成に当たっては､｢高いモデ/レ性を有し波及効果を発揮し

得る案件(他ドナー支援による事業やベトナム政府予算事業のも間接的に寄与する案件)の形威に

引き続き努めることが重要.一方で,農村インフラ整備案件は､現在では有償資金(JBIC,WB,ADB

等の融資)も活発に利用されているため､無償による同種事業の今後の案件形成は族重に検討する

必要｣というのがタスクホースの見解である｡

従って本案件を無償案件として形成していくためには､
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(1)案件の妥当性

･国別援助計画と合致しているか?

･ベトナム政府の開発戦略の開発目標に合致しているか?
(2)インパクト(波及効果)

(3) 自立発展性

本事業は上記の要件を満たすことは当然であるが､これに加えて､全国に約20CO以上もあると言

われる/J､規模貯水池が

(1)崩壊の危機に貧しており防災上緊急性が高いことo

(2)改修技術については未熟でありこと｡

(3)施工技術についても未熟であること｡

(4 )盛土材等の試験施設が不十分で適切な盛土管理が出来ない状況にあることo

等を考慮し､ハノイまたはカンガイ省に日本の国営香川農地防災事業所のような優れた溜池改修事

業の技術を普及する拠点を作り､本案件実施を通じてベトナム側にその技術移転を行うことを目指

すことを目的とする｡
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6.添付資料

6.1調査団兵

団長 中野敏信

団員 須藤晃

団員 富岡譲

株式会社三繭コンサルタンツ

(調査期間:2005年8月30日

株式会社三赫コンサルタンツ

(調査期間: 2005年8月30日

株式会社三赫コンサルタンツ

(調査期間: 2005年8月30日

団員Pait00n PalayafX)Ot株式会社 三祐コンサルタンツ

(調査期間: 2005年8月30日

団長 山室則之

団員 依田和夫

6.2 調査日程

海外技術部 参事

-9月14日､ 16日間)

海外営業部課長

-9月14日､ 16日間)

バンコク事務所 所長

-9月4日､6日間)
バンコク事務所 技術顧問

-9月9日, 11日間)

前田建設工業株式会社 土木本部 土木技術部 ダム部長

(調査期間:2005年9月4日-9月14日､ 11日間)

前田建設工業株式会社 海外部 営業グループ 課長

(調査期間:2005年9月7日-9月14日､ 8日間)

月日 工程 備考

8/30日(火) 中野,須藤:東京⇒ハノイ,富岡,,､○イトウ-ン:バンコク⇒ハノイ(ハノイ泊)

中野､富岡､須

藤､ハ○イトウ.ンハ

ノイ入り

31日(水) MARD協議(ハノイ泊)

1日(木) 中野､須藤､富岡､/ヾイトウ.ン:ハノイ⇒ニヤチャン､カインホア省DARD表敬(ニヤチャン泊)

2日(金) ダバン濯概システム:現地調査(=ヤチャン泊)

3日(土) 中野､須藤､富岡､ハ○イトウ-ン:ニげヤン⇒ハノイ(ハノイ泊)

4日(日)
富岡:ハノイ⇒ハ寸ンコク､山室:東京⇒ホーチミン 富岡ハノイ発

中野､須藤､ハ○イトウ-ン:資料収集及び検討(ハノイ泊) 山室ヘ寸けム入り

5日(月) 世銀打合せ､山室:資料収集(ハノイ泊)

6日(火) cpo打合せ､山室:資料収集(ハノイ泊)

7日(水) 濯蔽施設補修計画の検討､山室:ホiミン⇒ハノイ､依田:東京⇒ハノイ(ハノイ泊)
山室､依田ハノ

イ入り

8日(木) MARD協議(ハノイ泊)

9日(金)
中野､須藤､山室､依由:大使館表敬､JICA表敬､参力膳生水管理推進事務 ハ○イトクーン

所表敬(ハノイ泊) ハノイ発

10日(土)
中野､須藤､山室､依田:ハノイ⇒カげイ､カげイ省農業農村開発部表敬

伽げイ泊)

11日(日) カンガイ省港概ダム現地調査伽げイ泊)

12日(月) カンガイ省潜既ダム現地調査､カげイ省人民委員会報告吻げイ泊)

13日(火) 中野､須藤､山室､依田:カげイ⇒ハノイ()､ノイ泊)

14日(水) 中野､須藤､山村､依田ハノイ⇒東京

中野､須藤､依

田､山村ハノイ

栄
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6.3 関係官庁面接者

A.日本人関係者

瀧川拓哉

渡辺雅夫

高祖幸晴

山根伸司

藤崎隆志

小栗幸樹

新明英一

書記官(日本大使館)

所員(JICAベトナム事務所)

JICA参加型水管理推進計画

チーフアドバイザー

同上 港概排水専門家

同上 水管理/組織専門家

同上 業務調整/訓練計画専門家

前田建設工業株式会社,

ベトナム駐在所長

B.ベトナム関係者

(I) Ministry ofAgriculture and Rural Development (MARD)

Ms. Dao てbi Loc

Mr. NguyenTrong Hoang

Mr. Phung Ⅵ1n Luyen

Senior officer

lnternational Cooperation Department

Deputy Director

Central Project Office, MARD

Deputy Director

Central Project Office, hnRD

(2)Hydraulic Engineering Consultants Corporation No. 1 (HEC 1)

Mr. Hoang Minh Dung. Director General

Mr. NguyenTrung Khanh Deputy Director General

Mr. Dai Van Thin. Director

(3)Quang Ngai Province People's Committee

Mr. Ngo Euan

Mr. Nguyen Man Van

C. WB (世銀)

Mr.Pham Hung Cuong

Vice Director, Department ofAgriculture

and Rural Development (DARD)

Director, Management Board for Investment

and Construction of Hydraulic Prqjects,

DARD

Operations Officer

Rural Development & Natural Resources

Management
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6.4 現場写真
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カンガイ省農業農村開発部での聞き取り

カンガイ省人民委員会に対する報告
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Dieu Da貯水池(2004年に底樋の改修及び堤体の改修がローカル資金で実施された)

Ej;撃
改修された底樋の吐水槽
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Onglbi貯水池(JBIC SPL4で2005年に改修された)
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MachDieu貯水池(1983年完成)堀体から広範囲にわたり漏水が発生している.

Ⅴ= 1.350,000m3, H= 12m

下流部法尻の漏水発生箇所
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AnTho 貯水池(1938年完成)河床部地LLIで多数のポイリング跡が見られる.

V=1,300,000n3, H=10.6n

洪水吐は修理されたが.放水路は未整備である｡下流1.5kmには鉄道, 2.5kmには

町がある｡
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